
人
の
世
の
不
幸
予
期
せ
ぬ
も
の
ば
か
り

大
　
町
　
　
大
八
木
ト
ク

カ
ニ
雑
炊
囲
む
家
族
の
恵
比
寿
顔上

蒲
生
　
　
渡
辺
　
文
子

長
湯
し
て
心
配
さ
れ
る
歳
に
な
る石

　
田
　
　
大
島
笑
太
郎

い
ざ
な
ぎ
の
景
気
を
探
す
虫
め
が
ね

上
蒲
生
　
　
菅
沼
　
マ
サ

朝
帰
り
訳
な
ど
言
わ
ず
そ
っ
と
寝
る

石
　
田
　
　
柳
田
　
政
孝

お
だ
て
れ
ば
す
ぐ
に
舞
い
上
が
る
じ
い
の
風

上
蒲
生
　
　
菅
原
　
妙
子

読
み
か
け
の
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
昼
の
雨

石
　
田
　
　
柳
田
キ
ミ
子

か
す
む
目
も
好
き
な
読
書
へ
生
き
返
る

石
　
田
　
　
大
塚
　
ナ
カ

大
金
が
転
が
り
こ
ん
だ
幸
不
幸

上
蒲
生
　
　
柳
田
　
智
江

電
話
口
姑
に
似
て
来
た
嫁
の
声

石
　
田
　
　
稲
見
　
チ
イ
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先
月
は
、
上
神
主
・
茂
原
官
衙
か
ん
が

遺
跡
の
時
代
の
日
本

が
ど
の
よ
う
な
時
代
で
あ
っ
た
か
を
お
さ
ら
い
し
ま
し

た
が
、
今
月
は
、
こ
の
時
代
の
栃
木
の
状
況
を
紹
介
し

ま
し
ょ
う
。

当
時
の
行
政
区
画
は
、
五
畿
七
道
（
畿
内
・
東
海

道
・
東
山
道
・
北
陸
道
・
山
陽
道
・
山
陰
道
・
南
海

道
・
西
海
道
）
の
下
に
、
都
道
府
県
に
あ
た
る
行
政
区

分
で
あ
る
「
国
（
く
に
）」
が
置
か
れ
、
さ
ら
に
そ
の
下

に
郡
が
置
か
れ
ま
し
た
。
当
時
の
栃
木
県
は
東
山
道
に

属
し
、「
下
野
国
（
し
も
つ
け
の
く
に
）」
と
呼
ば
れ
、

現
在
の
栃
木
市
田
村
町
周
辺
に
国
府
が
置
か
れ
、
下
野

国
内
に
は
足
利
・
梁
田
・
安
蘇
・
都
賀
・
寒
川
・
河

内
・
芳
賀
・
塩
屋
・
那
須
の
９
郡
が
置
か
れ
ま
し
た
。

当
時
の
栃
木
県
、
特
に
河
内
郡
を
語
る
上
で
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
人
物
が
い
ま
す
。
下
毛
野

し
も
つ
け
の

古
麻
呂
で
す
。

古
麻
呂
は
名
前
の
と
お
り
、
下
野
出
身
で
あ
り
な
が
ら

都
で
活
躍
し
た
豪
族
で
す
。
７
０
５
年
に
兵
部
省
長
官
、

７
０
７
年
に
文
武
天
皇
の
山
陵
司
（
お
墓
作
り
の
責
任

者
）、
７
０
８
年
に
式
部
省
長
官
、
同
年
に
正
四
位
下
に

叙
せ
ら
れ
、
７
０
９
年
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
他

に
も
、
律
令
国
家
の
基
本
法
で
あ
る
「
大
宝
律
令
」
の

編
纂
に
当
た
っ
た
こ
と
は
特
筆
さ
れ
ま
す
。
こ
の
メ
ン

バ
ー
は
、
藤
原
不
比
等

ふ

ひ

と

な
ど
の
有
力
貴
族
、
学
者
、
留

学
生
な
ど
19
人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
古
麻

呂
の
活
躍
に
あ
わ
せ
る
よ
う
に
、
６
９
０
年
に
は
新
羅

し
ら
ぎ

（
当
時
の
朝
鮮
半
島
の
国
）
人
が
下
野
に
移
住
し
た
り
、

死
後
で
は
あ
り
ま
す
が
、
７
６
０
年
に
下
野
薬
師
寺
に

戒
壇

か
い
だ
ん

院
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
、
政
治
・
文
化
の
面
で
下

野
に
様
々
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

も
う
一
つ
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
蝦
夷
え
み
し

平
定
の

前
線
で
あ
っ
た
こ
と
で
す
。
書
物
な
ど
に
見
ら
れ
る
事

件
と
し
て
、
７
１
５
年
に
下
野
国
な
ど
６
か
国
か
ら
、

富
民
１
０
０
０
戸
が
陸
奥

む

つ

に
移
さ
れ
、
７
２
０
年
の
蝦

夷
の
反
乱
で
は
下
毛
野
石
代
が
征
夷
副
将
軍
と
し
て
派

遣
さ
れ
、
７
７
５
年
か
ら
７
７
６
年
に
は
下
野
か
ら
出

羽
（
現
在
の
秋
田
・
山
形
県
）
に
出
兵
、
７
９
６
年
に

は
、
下
野
国
な
ど
の
約
９
、
０
０
０
人
が
陸
奥
国
伊
治

城
（
現
…
宮
城
県
栗
原
市
）
に
移
住
、
７
９
８
年
に
は

逆
に
下
野
国
な
ど
に
移
住
し
た
蝦
夷
を
厚
遇
す
る
よ
う

に
と
命
令
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
当
時
の
栃
木
は
、
古
麻
呂
の
活
躍
、
蝦

夷
平
定
の
最
前
線
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
に
よ
り
、
多

く
の
人
・
物
が
盛

ん
に
流
通
し
て
い

た
時
代
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
蝦

夷
平
定
な
ど
の
国

家
事
業
に
よ
っ
て
、

下
野
国
内
が
徐
々

に
疲
弊
し
て
い
っ

た
こ
と
も
事
実
な

の
で
す
。

上
神
主
・
茂
原
官
衙
遺
跡
の
　
　
　

時
代
の
栃
木

復元された下野国府国庁の前殿


